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編集後記
『独逸文学』第52号をお届けいたします。ここ 5年間は退職される先生方の記念号
が続き、ドイツからの招聘研究者の招待講演、マルジナリア、翻訳などを含め採録さ
れた論文数が多数であったため、質・量ともボリュームのある号が連続しましたが、
今回は久し振りにふつうの状態に戻りました。しかし研究論文3篇、マルジナリア 2
編の他に、今年始まった新しい試みである、本学会の学生を中心にした分会について
の報告、ゲッティンゲン大学による留学生を対象にした同窓会の参加体験記など、こ
れまでにないトピックスも加わり、それなりに内容豊富な学会誌となったのではない
かと思います。また、今号から、研究活動の一環としての学会発表の概要も掲載する
ことになりました。
今号より申し込み締め切り期限が早くなりましたので、そのことをお含みおきの上
で次号に向けて密ってご応募くださいますようお願いいたします。
編集委員：柏木貴久子、工藤康弘、 芝田豊彦、武市修
当学会誌の編集方針
1. 本学会誌の内容はドイツ語圏の言語・文学・文化およびドイツ語教育に関する論
文、マルジナリア、書評、翻訳、エッセイなどとし、原則として会員からの投稿と
する。ただし、編集委員会が会員以外に特別に原稿を依頼することがある。その他
に、シンポジウム報告、修士論文要旨、学生の優秀論文要旨、卒業論文題目一覧、
本学会の行事記録、前年度の会計報告を掲載する。
2. 投稿原稿の採否は編集委員会が行う。その場合、査読を編集委員以外に別に委嘱
することがある。
3. 執筆要領は別に定める。
4. 投稿希望者は予定題日とその概要を期日までに編集委員会宛にあらかじめ提出し
なければならない。詳細は次号執筆申し込み要領を参照のこと。
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